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山
梨
学
院
大
学
法
学
研
究
会
会
則
第
一
条
（
名　
称
）　
本
会
は
、
山
梨
学
院
大
学
法
学
研
究
会
と
称
す
る
。
第
二
条
（
事
務
所
）　
本
会
の
事
務
所
は
、
山
梨
県
甲
府
市
酒
折
二
丁
目
　
四
番
五
号
、
山
梨
学
院
大
学
法
学
部
内
に
置
く
。
第
三
条
（
目　
的
）　
本
会
は
、
法
律
学
、
政
治
学
及
び
そ
れ
ら
の
関
連
　
分
野
の
研
究
と
研
究
成
果
の
発
表
を
目
的
と
す
る
。
第
四
条
（
事　
業
）　
本
会
は
、
次
の
事
業
を
行
う
。
一　
学
術
雑
誌
「
山
梨
学
院
大
学
法
学
論
集
」
の
発
行
二　
研
究
会
及
び
学
術
講
演
会
の
開
催
三　
他
の
大
学
、
関
連
諸
学
会
と
の
交
流
四　
そ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
第
五
条
（
会　
員
）　
本
会
は
、
次
の
会
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。
一　
普
通
会
員　
　
山
梨
学
院
大
学
法
学
部
教
授
、
准
教
授
、
講
師
　
　
　
　
　
　
　
　
及
び
助
教
二　
学
生
会
員　
　
山
梨
学
院
大
学
大
学
院
及
び
法
学
部
在
学
生
三　
卒
業
生
会
員　
山
梨
学
院
大
学
大
学
院
修
了
生
及
び
法
学
部
卒
　
　
　
　
　
　
　
　
業
生
四　
特
別
会
員　
　
評
議
員
会
の
推
薦
を
得
た
者
第
六
条
（
役　
員
）　
本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。
一　
会　
長　
評
議
員
の
互
選
に
よ
る
。
任
期
は
、
一
年
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
た
だ
し
、
再
選
を
妨
げ
な
い
。
二　
評
議
員　
普
通
会
員
全
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。
第
七
条
（
委　
員
）　
本
会
の
事
務
を
行
う
た
め
に
次
の
委
員
を
置
く
。
一　
編
集
委
員　
七
名
以
内
二　
庶
務
委
員　
二
名
　
委
員
は
、 
会
員
中
よ
り
評
議
員
会
に
お
い
て
委
嘱
す
る
。 
任
期
は
、
一
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。
第
八
条
（
評
議
員
会
）　
評
議
員
会
は
、
評
議
員
全
員
を
も
っ
て
構
成
し
、
　
本
会
の
運
営
に
あ
た
る
も
の
と
す
る
。
第
九
条
（
会
則
改
正
）　
本
会
則
の
改
正
は
、
評
議
員
会
の
決
議
に
よ
る
。
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前　
号　
目　
次
福
田
雅
章
先
生
の
ご
退
職
に
寄
せ
て 
 
上
條　
　
醇
論　
　
　
説
大
都
市
制
度
と
政
令
指
定
都
市
制
度
│
両
制
度
の
「
乖
離
」
の
拡
大
と
新
た
な
制
度
構
築
を
中
心
と
し
て
│
 
外
川
伸
一
・
安
藤
克
美
地
域
医
療
政
策
分
野
に
お
け
る
都
道
府
県
の
非
自
律
的
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
考
察 
 
外
川　
伸
一
自
治
体
政
策
評
価
再
考　
 
 
 
日
高　
昭
夫
身
柄
拘
束
被
疑
者
の
取
調
べ
受
忍
義
務
に
つ
い
て　
　
　
　
三
神
正
一
郎
水
循
環
と
流
域
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
視
点
か
ら
の
公
物
管
理
法
制
の
あ
り
方
│
水
利
権
制
度
を
中
心
と
し
て
│ 
 
三
好　
規
正
現
代
台
湾
の
地
域
政
治
と
歴
史
認
識
│
台
湾
の
地
域
史
博
物
館
に
お
け
る
「
日
本
」
理
解
│
 
 
 
 
 
松
本　
武
彦
福
田
雅
章
先
生　
略
歴
・
主
要
著
作
目
録
